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・アサリが高密度に着生するため、被覆網等の膨満や夏季減耗を回避し漁獲に繋げることができれば移植の

作業性を低減し、効率的かつ効果的に漁獲量を大幅に増加できる可能性がある 

 

6.3.2 作業カレンダー 

5 か年の成果として本地先において最適な手法として選択された収穫ネット入ラッセル袋を干潟陸側に設

置し、干潟沖側へ移植（夏季減耗回避）する際に内側の収穫ネットを取り除くことで膨満による生残・成長

阻害を回避し漁獲する方法について、作業カレンダーを作成し図 5に示す。 

1年目の9月に干潟陸側に設置し、5月に移植、2年目の7月にラッセル袋を丸ごと回収して漁獲すること

で漁獲量が最大となる。 

 

 

図 58 作業カレンダー（本事業で最適と考えられた収穫ネット入ラッセル（ネット外し）が対象） 
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電子格納データ 

報告書見出し 実験名 データ 

1.技術開発の概要 - 成果と課題のフロー（ppt） 

2.環境調査結果（共通

項目調査） 

地盤高測量 地形測量結果（R4.6）（png） 

音響測探機データ（R4.6）（png） 

地形測量結果比較（R4-R3）（png） 

水深結果比較（R4-R3）（png） 

流況、波高および

水質調査 

水質連続調査データ（R4.4～R5.2）（Excel） 

波高観測データ（Excel） 

SS,VSS（R4.8及びR5.1）（Excel） 

底質調査・生物調

査 

R1-R4底質調査（Excel） 

R1-R4生息状況調査（Excel） 

R1-R4初期稚貝調査（Excel） 

3.採苗技術・保護育成

技術・生産性向上のた

めの移植技術の開発 

稚貝確保・保護育

成・移植実験 

R2秋設置_網袋ごとの結果（Excel） 

R2秋設置_袋網の重量（Excel） 

4.漁業者利用を見据え

た移植技術の検討 

干潟陸側における

移植実験 

R3春設置_被覆網結果（Excel） 

生息環境の評価（Excel） 

底面せん断応力データ（Excel） 

R4.被覆網の状況（Excel） 

温度環境+塩分_1806_2208（Excel） 

5.参考情報 - R4春設置_網袋ごとの結果（Excel） 

6.成果と課題 - 金額算出（Excel） 
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